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　「どんと来い」というフレーズで筆者が学生のときに見ていた「トリック」というド
ラマを思い出した．自称天才マジシャンの主人公と物理学教授のコンビが超常現象や
怪奇な事件に隠されたトリックを解決する物語である．細かい内容は忘れてしまった
が，主人公の「すべてまるっとお見通しだっ！」という決め台詞は大変印象深く，今で
もよく覚えている．
　今回の特集は肺がん診療がテーマである．以前は肺がん患者に関しては呼吸器内科
や呼吸器外科の先生方が中心となって診療してくださると考え，専門外の自分は肺が
んの早期発見に努めることが肺がん診療に対する主な関わり方であった．もちろん今
でも理由は何であれ胸部 X線像を撮ったときには，肺がんの可能性を示唆する所見が
ないかについても毎回緊張感をもってチェックしている．最近では胸部 X線像を自動
解析し，病変の存在が疑われる領域を検出・マーキングすることで見落とし防止を支
援する病変検出ソフトウェアも登場しており，胸部 X線像一つとっても医療の進歩に
は目覚ましいものがある．
　肺がんの早期発見という関わり方だけでなく，治療中の進行肺がんの患者に接する
機会も徐々に増えているように思う．筆者は糖尿病内分泌領域を専門にしているが，
免疫チェックポイント阻害薬の登場により内分泌疾患を発症するケースや，化学療法
が奏効することで肺がん以外の慢性疾患の治療で通院するケースが増えているのがそ
の理由であろう．肺がん患者と接する機会が増え，昔と比べれば肺がん診療がより身
近になってはいたが，今回の特集であらためて肺がん診療が大きく進化しているこ
と，また，専門医だけでなく多くの非専門医が診療に関与していることがよくわかっ
た．「すべてまるっとお見通しだっ！」とはまだまだとてもいえるレベルにはないが，
これからも肺がん診療を少しでも理解し，自分ができる部分に最大限貢献するために
努力していきたい．
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